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NTTアドバンステクノロジ　西日本事業本部　＠InfoCanalR/ WinActorR

N T T グ ル ー プ の 最 新 ソ リ ュ ー シ ョ ン ガ イ ド

@InfoCanal は、さまざまな受信デバイスや連携システ
ムに対応し、各種行政情報を一斉配信するクラウドサー
ビスです。インターネット環境があればどこからでも配
信操作が行えるうえ、情報到達結果を地図上で即時に集
計することができます。自治体から情報を当該地区の住
民に一方的に「送る」だけでなく、「届いた」ことを確認
できるため、重要な情報を漏れなく周知することが可能
です。また、スマートフォンアプリの機能により自治体
職員の参集や安否確認にも利用することができます。

近年の自然災害は激甚の一途をたどり、大型化する台
風やゲリラ豪雨による河川氾濫、土砂崩れ等の被害が増
加しています。こうした災害は予測が難しいだけでなく、
河川流域や山間部など住環境に応じて危険度が異なるこ
とから、行政からの一斉放送だけでは住民の避難行動に
繋がりにくいと考えられます。NTT-AT 西ではこうした
課題を解決するため @InfoCanal の機能を進化させ、住
民の迅速な避難行動に繋がる「住民避難支援ソリュー
ション」を提供します。スマートフォンの GPS を用い
てリアルタイムな危険情報を個々の住民に伝えること
で、災害時の逃げ遅れゼロの実現を支援します（図１）。

　

NTT-AT 西の組織は、① NTT 西日本の地域支店や NTT
ビジネスソリューションズとのビジネス連携を推進する
営業部門、東海・九州支店、②防災やセキュリティ、エ
ネルギーなどの分野を主な切り口に地域創生関連ビジネ
スを展開する部門、③先進的なクラウドソリューション
やその導入に伴う保守・運用サービスを提供する部門、
④主に SMB（中堅中小企業）市場に向けて付
加価値の高いツールやクラウドサービスの展開
を図る部門、⑤ NTT 西日本グループの各組織
に向け高度な技術支援サービスを提供する部
門、⑥研究開発分野における技術的検証や技術
支援を行う部門で構成されます。

いずれの部門も高度な技術力や専門性を磨く
ことでサポート力の強化をめざしています。

川上本部長は、「今回ご紹介する＠ InfoCanal
の自治体への提案や、WinActor の市場展開も
NTT 西日本グループとの連携に注力した事例で
す」と語ります。

NTTアドバンステクノロジ株式会社（以下、
NTT-AT）西日本事業本部（以下、NTT-AT西）は、
2016年の設置以来、NTT西日本グループと連携・
共創を図りながらソリューション開発やネット
ワーク技術の支援を行ってきました。現在は、約
200名の高度技術者やスペシャリストを中心に、
より先進的かつ幅広い分野における社会への貢
献をめざし、取り組みを推進しています。
NTT西日本グループと共に展開する自治体向け
防災ソリューション「＠InfoCanal®」と、業務
の生産性を向上するRPAツール「WinActor®」
についてご紹介します。

FAQ検索とマニュアル検索を革新する
corevo? の技術を活用した新検索エンジンを搭載

NTT西日本グループと共に
自治体・中堅中小企業のDXを推進

NTT西日本グループとの連携・共創を重視。
サポート力の向上を図り更なる貢献をめざす

ハザードマップや避難所等の静的データと降雨量情報や土砂災害情報等の動的
データを地図上にオーバーレイすることで住民の避難行動（自助力）を支援いたします
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避難所へのルート例や混雑状況も表示し
逃げ遅れゼロを支援いたします
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図１　住民避難支援ソリューション（“戸”から“個”への情報配信）

防災DXを支援する自治体向け
防災ソリューション「@InfoCanal®」の進化



87ビジネスコミュニケーション　2023  Vol.60  No.3

への自動化業務選定、シナリオ作成スキル向上の支援や
重要案件のクロージング支援を行っています。同時に、
既存のお客様への導入事例展開や主要なパッケージソフ
トとの連携サンプルシナリオの作成支援、連携動画の製
作など利用シーン・導入効果を想起させる情報の提供を
行い、営業ツールの充実を図っています（図２）。今後
もお客様と接点の多い営業担当者からの意見を吸い上
げ、販売促進施策を拡充していきます。
②業界特化の深堀

運輸、介護などの RPA 未開拓業界に対し、業界で一
定のシェアを有するシステムベンダー、キープレイヤー
とのセミナー共催や同行営業などにより業務理解を深
め、汎用シナリオ作成支援や事例化を進めます。さらに、
事例化した業務プロセスやシナリオの水平展開も進める
予定です。

現在、@InfoCanal は全国の 30 を超える自治体に導
入されていますが、NTT-AT 西は NTT 西日本グループ
の防災ビジネス拡大に貢献するため、自治体の整備
計画の立案からデジタル田園都市国家構想推進交付
金や緊急防災減災事業債等の補助金を活用した予算
申請提案まで総合的な防災コンサルティングの提供
を支援します。

NTT 研究所の技術をベースに NTT-AT が商品化した
WinActor は、2014 年より販売を開始し、2022 年 11 月
時点では企業導入数が 7,500 社を超える、国内シェア
No.1（※）の純国産 RPA（Robotic Process Automation）
ソフトウェアです。WinActor は、PC 端末におけるデー
タ収集、転送、検索、投入などの業務処理の自動化を可
能とする RPA ツールとして利用されています。これま
で、大企業や県、政令指定都市などの先進自治体を中心
に活用されていましたが、昨今では、SMB や市町村自
治体にまで導入が拡大しています。

WinActor の販売は、NTT ビジネスソリューションズ
をはじめとした販売代理店を中心に展開しており、今後
の販売拡大に向け、以下の強化策に取り組みます。
①SMB市場の新規拡大

DX 推進の第一歩として WinActor は有効なツールで
すが、SMB 市場での販売拡大には中小企業が抱える社
員不足、費用対効果、活用への不安などを解消する必要
があります。NTT-AT 西では、最前線の営業・SE 担当者

NTT-AT 西日本事業本部は、NTT 西日本グループと共に自治体、大学、大手企業、さらには中堅中小企業の DX 推進を
支援します。また、NTT 西日本グループの新たな事業展開にあたっては、高度技術者やスペシャリストによる技術支援
サービスの提供により、共に価値の創造に貢献してまいります。

地域創生クラウドサービス　ビジネスユニット
（左から）副主任技師　羽山 幸治氏、BU 長　小椋 裕茂氏
取締役 西日本事業本部長　川上 和重氏、主任技師　住田 勝彦氏
副主任技師　梅原 哲氏
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（左から）主任　坂巻 元基氏、主任技師　西川 直樹氏
BU 長　原田 英昭氏、主任技師　加藤 泰治氏
副主任技師　小牟田 啓行氏

お問い合わせ先
NTT アドバンステクノロジ株式会社　西日本事業本部
地域創生クラウドサービス　ビジネスユニット　infocanal.wbl@ml.ntt-at.co.jp
ビジネスインキュベーション　ビジネスユニット 　winactor-sales.wbe@ml.ntt-at.co.jp

NTTアドバンステクノロジ株式会社 西日本事業本部

課題 解決 

ネットバンクの情報を社長が手作業でExcelに転記。
領収書の管理が煩雑で時間がかかっていた。
手書きの運転日報も全て紙から社長が転記し稼働逼迫。  

WinActorを活用し、
ネットバンクの入出金情報を台帳に自動転記。
経費精算アプリで領収書を電子化し台帳へ自動転記。
運転日報もOCRでデジタル化し運行管理ソフトに自動転記。

効果 
入出金台帳入力（1時間/日）・運転日報転記（2時間/日）→30分で完了！　年間600時間の効率化
新規雇用を検討していたが、WinActorなどのITを活用することで課題を解決。
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国内導入企業数トップの RPAツール
「WinActor®」の新規開拓

※株式会社富士キメラ総研「ソフトウェアビジネス新市場2022年版」
P226　〈2021年度・RPAツール・市場占有率（金額・数量）〉

図２　SMBにおける業務自動化の事例


